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全回答数130数（Web:83件、FAX:47件）
• FAX31団体・劇場(重複なしカウントした場合)
• Web66団体・劇場(重複なしカウントした場合）



公演に付随した公演は劇団責任がほぼ























分析⼿法
• アンケート調査をした団体・劇場のアクションによって参加者がどのように変化
したか？

• 変化の質から探り、それらの経緯を考察
• アンケートにおけるQ22を基準点に各回答を分類
• 分類項⽬（重複ありとした。）
• ①就労/就学の意識の変化
• ②コミュニケーション能⼒の向上
• ③ストレスの緩和、⼼⾝状況の改善
• ④芸術への意識変化
• ⑤マネジメント意識の変化
• ⑥⾃⼰表現の拡⼤
• ⑦スキル向上



①就労/就学の意識の変化(11団体)
• 2/11が舞台公演に付随した公演
•そして過半数が劇団責任事業（上記2件も該当)
• Q9（社会包摂の意図）に関しては9/11が意図をしていたと回
答。1件は⼀部意図していた。
• Q10に関しては、過半数が学⽣以外の⾼齢者、ニート、障がい
者に対してのリーチ
Q11に関しては8割が２回以上プログラム実施



②コミュニケーション能⼒の向上(31団体)

• 2/30が舞台公演に付随した公演
•そして過半数が劇団責任事業（上記2件も該当)
• Q9（社会包摂の意図）に関しては22/30が意図をしていたと回
答。2件は⼀部意図していた。2件は意図なし。

• Q10に関しては、過半数が学⽣

•
Q11に関しては8割が２回以上プログラム実施



③ストレスの緩和、⼼⾝状況の改善(8団
体)
• 全部舞台公演との付随なし
• 「⽼いと演劇」OiBokkeShiのみ劇団責任事業
• Q9（社会包摂の意図）に関しては全て意図あり
• 全て資⾦援助あり



④芸術への意識変化(25団体)
• 2/20が舞台公演に付随した公演
• 4/20が劇団責任事業（上記2件も該当)
• Q9（社会包摂の意図）に関しては5/20が意図をしていたと回
答。5件は⼀部意図していた。その他10件は意図せず。
• Q10に関しては、過半数が学⽣以外の⾼齢者、ニート、障がい
者に対してのリーチ
Q11に関しては9割が２回以上プログラム実施
過半数が予算あり



⑤マネジメント意識の変化(4団体)
•全て公演と関連なし
• 1/4が劇団責任事業（上記2件も該当)
• Q9（社会包摂の意図）に関しては5/20が意図をしていたと回
答。5件は⼀部意図していた。その他10件は意図せず。
• Q10に関しては、過半数が学⽣以外の⾼齢者、ニート、障がい
者に対してのリーチ
Q11に関しては9割が２回以上プログラム実施
全てが予算あり



⑥⾃⼰表現の拡⼤(10団体)
• 1/10が舞台公演に付随した公演
• 3/10が劇団責任事業（上記1件も該当)
• Q9（社会包摂の意図）に関しては5/20が意図をしていたと回
答。5件は⼀部意図していた。その他10件は意図せず。
•
Q11に関しては9割が２回以上プログラム実施
過半数が予算あり



⑦スキル向上(7団体)
•全てが舞台公演に付随しない公演
• 5/7が劇団責任事業
• Q9（社会包摂の意図）に関しては3/7が意図をしていたと回答。
3件は⼀部意図していた。その他1件は意図せず。
•
Q11に関しては9割が２回以上プログラム実施
過半数が予算あり


